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Ⅰ-１．決算サマリー Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

（注１）2013年3月期において、第2四半期累計期間の業績予想値は公表していない。  
（注２）特別損益の内訳は、投資有価証券売却益である。 

（注３）研究開発投資が前第2四半期より減少したのは、今年度NEDO公募（マッチング）が完了したことによる。 

（注４）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない。 

 
前第2 

四半期累計 
 

売上高（千円） 

営業利益（千円） 

経常利益（千円） 

特別損益（千円） （注２） 

当期純利益（千円） 

研究開発投資（千円） （注３） 

総資産（千円） 

純資産（千円） 

発行済株式の総数（株） 

一株あたり純資産額（円） 

一株あたり当期純利益（円） 

営業利益率（％） 

自己資本比率（％）（注４） 

（予想値）（注１） （実推） 

対前年 

同期比 比 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 － 

－ 

      － 

 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

 

 
当第2四半期累計 

９４，６６１ 

△１４７，９１９  

△１４７，８９４ 

△５８７ 

 △１４８，９５６ 

１２５，４８３ 

５１５，４１３ 

４６３，３４８ 

３３，８９７ 

１３，６６９ 

△４，３９４ 

    △１５６．２ 

      ８９．９ 

１１６％ 

－ 

－ 

－ 

－ 

６３％ 

８４％ 

８０％ 

１００％ 

８０％ 

－ 

－ 

９５％ 

１０９，９０４ 

△１１６，７１９  

△１１６，６９０ 

２４，４８４ 

 △９２，６８１ 

７９，１０１ 

４３４、０７２ 

３７２，６４３ 

３３，８９７ 

１０，９９３ 

△２，７３４ 

    △１０６．２ 

      ８５．８ 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ - ２．業績推移 Ⅰ - ２．業績推移 

経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 
経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 
経常利益 

商品販売事業売上 

研究受託事業売上 

営業利益 

400 

百万円 

97% 

94.7 79% 

21% 

401.1 

95% 

109.9 

96% 

410.0 

▲147.9 
▲165.3 

▲116.7 

前第2四半期 
累計実績 

2012年3月期 
実績 

当第2四半期 
累計実推 

2013年3月期 
計画値 

▲25.0 

営業損益 

売上高 

500 

300 

200 

100 

    0 

-100 

-200 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ-３．事業区分別売上高実推 

（金額単位：百万円） 

１３０％ 受託解析 

２１６％ 計 

１１３％ 計 

－ 一般機器 

７％ 診断事業 

研究委託（公募他） 

開発機器 

汎用チップ・試薬 

３８６％ 

１１６％ 合 計 

 

 

注残
 

 １２．９ 

 

 

注残   

 ９４．６ 

１５０％ 
 

商品販売
事業 

９８％ 

９２％ 

５％ 

９５％ 

－ 

１％ 

２％ 

１００％ 

２％ 

２％ 

７７．８ 

２．５ 

   ９２．２ 

０．０ 

１１．７ 

０．７ 

９４．７ 

１．８ 

２．７  

研究受託
事業 

当第2四半期累計 前第2四半期 

８２％ 

３％ 

９７％ 

－ 

１２％ 

１％ 

１００％ 

２％ 

３％ 

１０１．１ 

５．４ 

１０４．５ 

０．０ 

０．８ 

２．７ 

１０９．９ 

２．７ 

２．６ 

売上高 比率 売上高 比率 予算 

対予算

比（％） 

対前年
同期比
（％） 

備考 

 

項   目 

  売上高が109.9百万円と、対前年同期比116%となった。研究受託事業に限ると対前年同期比113%の仕上がりである
が、受注済みの注残案件が95百万円と前第２四半期の3倍以上あり、受注ベースでは好調な仕上がりとなった。 

【研究受託事業】 

  構成比率の高い受託解析が前年同期比では伸びているが、診断事業の立ち上がりが遅れている。これはリウマチ薬
剤効果判定において、多剤効果判定の製品化が2013年3月期第3四半期以降にシフトしたことによる販売遅れが影響し
ている。 
 

【商品販売事業－汎用チップ・試薬、開発機器】 

  ハイブリ先生。iRIS等自社商品の販売に注力した。その結果、対前年同期比216%という実績となった。 
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Ⅰ-４．第2四半期累計業績詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．受託サービスの受注が好調に推移したが、大口案件の注残等により売上高は対前年 

  同期比116%に止まる 

２．粗利率は31%と対前年同期比4%向上 

売上実績 
(109) 

売上総利益 
粗利率：31% 

(34) 

売上原価
(75) 

(158) 

研究受託(104) 

研究開発投資
＋一般管理費 

公募 
(9) 

第
２
四
半
期
累
計
業
績 

  １５０ 

 １００ 

  -１００ 

    -２００ 

０ 

営業損失 

(116) 

百万円 

  -１５０ 

 ５０ 

-５０ 

商品販売(5) 
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Ⅰ-５．具体的推進ﾌﾟﾗﾝの達成状況  株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業メニューの充実 

２． 診断事業の推進 

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況 

１ 全社員営業活動と提案型研究受託提案  

-リピート顧客確保と食品、創薬系の大型案件確保- 

創薬系顧客(リピート顧客）から大型の提案型研究案
件を受託。 

２ 新規受託メニューの充実  
-PCR受託、次世代シークエンス受託への展開- 

受注実績は低調。但し現在提案中の案件は複数あり、
第3四半期以降の受注確保に向け推進中 

３ 新規施策： 

・新規研究受託  -臨床研究/ｺﾎｰﾄ研究支援- 
・健康支援事業  -腸内ﾌﾛｰﾗ解析受託(食品企業)- 
・再生医療支援事業  -細胞の安全性評価系へ参入- 

新規案件については、大学、研究機関と共同で公募案
件として提案中。 

・ｺﾎｰﾄ研究支援、健康支援、再生医療支援は公募で 

   事業化推進（ｺﾎｰﾄ研究、再生医療支援は採択済） 

iRIS（iPadソフトウェア・パッケージ）を病院、大学医学部等
から13セット受注 

 

 

新規臨床データベース事業の推進  

  -iCIS-crdb、iPadｿﾌﾄ/ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾋﾞｼﾞﾈｽの展開- 

２ 

 

 

第3四半期以降(目標12月末）ｻｰﾋﾞｽ開始することで
共同研究先（慶応大学、埼玉医科大学）と調整中 

リウマチ多剤効果判定  

  -３剤対象にサービス開始（2012年下期）- 

１ 

第2四半期累計達成状況 具 体 的 推 進 プ ラ ン No 

３ 研究開発から事業化へ加速  
  -診断ﾏｰｶｰ、発現ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀなどのﾋﾞｼﾞﾈｽ化- 

新規施策：  
医薬品開発と一体化した診断ﾏｰｶｰ開発へ参入  
  -コンパニオン診断薬開発支援- 

４ 

2013年度ビジネス化のための検討、開発実施中 
（免疫年齢、グリオーマ予後予測の事業化推進） 

第3四半期以降製薬会社等へアプローチするための施策
検討中(Cancer Panel, BEAMing (beads, emulsion, 
amplification, magnetics)法 の推進） 



9 

Ⅰ-６．２０１３年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

■ 売上高       ：  研究受託事業 → アジレント製チップ、次世代シークエンス、診断支援及び関連ビジネスに注力 
     （３１５百万円 → ３９５百万円）  （１）アジレント製チップ、次世代シークエンス等による受託解析  ： 前年度売上実績比２０％アップ 

                                                 （２）診断支援／関連ビジネス   ： リウマチ多剤効果判定の事業展開 
                                               診断コンテンツを活用したビジネスの展開 
               商品販売事業 → 弊社独自開発パッケージ製品の販売に注力    
     （８６百万円 → １５百万円）      ハイブリ先生  、iRISの拡販      

■ 営業利益      ：  研究受託事業売上増加（売上高比率：７９％ → ９６％）による人件費等の固定費回収増 

               粗利率の改善（粗利率：２４．９％ → ３９．５％） 
■ 研究開発投資 ： リウマチ多薬剤効果判定など診断関連バイオマーカーのビジネス化（公募提案採択により実施） 

５４％ １０，０００ １８，５１５ 設備投資（千円） 

－ － － 経常利益率（％） 

－ － － 営業利益率（％） 

５４％ １０１，３３５ １８７，６６１ 研究開発投資（千円） 

－ ▲２５，０００ ▲１６５，５７９ 当期純利益（千円） 

－ ▲２５，０００ ▲１６４，０４２ 経常利益（千円） 

－ ▲２５，０００ ▲１６５，２７８ 営業利益（千円） 

１０２％ ４１０，０００ ４０１，０９６ 売上高（千円） 

対前年度比 
２０１３年３月期 

計画 
２０１２年３月期 

実推 項    目 

（対前年度比較） 

＊１ 

（注＊１）2012年3月期研究開発投資額実推187,661千円のうち自社負担分は、75,786千円。2013年3月期 
    研究開発投資計画101,335千円は全額公募採択による。                                      
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Ⅰ-７．2012年3月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

２
０
１
３
年
３
月
期

 

２ 

４ 

６ 

８ 

  -２ 

  -４ 

０ 

【第3、第4四半期】 【第2四半期 
累計】 

【2013年3月期】 

売上高 
(109) 

売上高 
(301) 

売上高利益 
粗利率：42% 

(128) 

公募 
(58) 

売上高累計 
(410) 

研究開発投資
＋一般管理費 

(95) 
 
) 

売上原価(173) 営業損失(116) 

営業損失累計 
(25) 

営業利益 
利益率：30% 

(91) 研究受託 
(291) 

研究受託 
(395) 

億円 

・研
究
受
託
事
業
の
売
上
比
率
増 

 

に
よ
る
粗
利
率
の
改
善 

・診
断
事
業
関
連
の
事
業
化
推
進
に 

  

よ
る
研
究
開
発
投
資
額
の
減
少 

１．研究受託事業（受託サービス、診断）売上増による収益構造の改善 

２． 2013年3月期第3、第4四半期累計営業損益は黒字を予算化 

商品販売 
(10) 

商品販売 
(15) 
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Ⅰ-８．研究受託事業比率、粗利率の推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

20 

40 

60 

80 

2010年3月期 
実績 

2011年3月期 
実績 

2012年3月期 
実推 

2013年3月期 
計画 

研究受託事業比率、粗利率の年度別推移 

（１）売上高に占める研究受託事業の比率が年々増加(販社ビジネスから自社製品ビジネスへの転換) 
（２）作業効率の改善及び粗利率の高い提案型受託メニューへの重点化により粗利率が向上 

【研究受託事業比率、粗利率向上の理由 】 

24.9% 22.9% 

15.3% 

39.5% 

96% 

59% 

79% 

40% 

■：研究受託事業 
   比率の推移 

▲：粗利率の推移 

100  

（％） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅱ．2013年3月期業績改善施策 
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Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

 

「業績改善」推進プラン 

研究開発から事業化へ 

   Ⅰ．研究受託事業メニューの充実 

   Ⅱ．診断事業強化 

収益構造の改革 

業績改善（２０１４年３月期黒字化目標） 
 



Ⅱ-２．具体的推進プラン(年間プラン） 株式会社ＤＮＡチップ研究所 

１．研究受託事業の重点化とメニューの充実 

【継続施策】 
■ 全社員営業活動と提案型研究受託提案   －受注済案件の確実な対応と新たな案件確保推進－ 
■ 新規受託メニューの充実   －PCR受託、次世代シークエンス受託への展開と受注拡大－ 
 
【新規施策】 → まずは公募提案により実施  
■ 新規研究受託   －臨床研究・コホート研究サポートビジネスー 
■ 健康支援事業   －食品企業をターゲットとした腸内フローラ解析受託－ 
■ 再生医療支援事業   －細胞の安全性評価系への参入－ 

２． 診断関連事業拡充 

【継続施策】 
■ リウマチ多剤効果判定   －３剤対象にサービス開始（第3四半期以降開始目標）－ 
■ 新規臨床データベース事業の推進   －iCIS-crdb、iPadソフト・パッケージビジネスの拡大－ 
■ 研究開発から事業化へ加速   －診断マーカー、発現プロファイルデータなどの事業化検討推進－ 
 
【新規施策】 
■ 医薬品開発と一体化した診断マーカー開発へ参入   －製薬企業からのコンパニオン診断薬開発 
                                      支援受注のためのアプローチ施策立案－ 

－研究開発から事業化へ加速－ 

14 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-３．コンパニオン診断薬開発支援 

① Cancer Panel 
 
  BRAF,KRAS,EGFRなどの48癌関連遺伝子を増
幅し、次世代シークエンサーを用いて高感度に遺
伝子変異を検出するアッセイ 
 
 •48癌関連遺伝子、212アンプリコンをターゲット 
 •ディープシークエンスにより5％以下の遺伝子変異を検出 
 •FFPEサンプルからの解析にも対応 

 
 
 
② BEAMing  
(beads, emulsion, amplification, magnetics) 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-４．再生医療支援事業 

マイクロアレイを用いたaCGHによる細胞評価系の確立 

① 再生医療実用化研究事業 
「関節治療を加速する細胞シートによる再生医療の実現」 
 
② 再生医療の実現化プロジェクト 再生医療の実現化ハイウェイ 
「重症高アンモニア血症を生じる先天性代謝異常症に対するヒト胚性幹（ES）細胞製剤に関
する臨床研究」 

・ ゲノムレベルでの異常検出 
Comparative genomic hybridization(CGH)法を用いて
解析を進め、幹細胞の継代数とゲノムレベルでの異常
蓄積の関係データを取得 
 
・ ゲノム異常検出アルゴリズムの検討 
生データからゲノム異常を検出するためのプログラム条
件検討を行い、ノイズとシグナルのスレッシュフォールドを
検討し、具体的な数値を決定 
 

幹細胞加工医薬品等の品質及び安全性の確保
のためのデータを提供 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅱ-５．関節リウマチ 

①．生物学的製剤効果予測             ②．病態マーカー 

Gene A － RA臨床評価 Scatter Plot 

埼玉医大・慶應大で収集した全402検体末梢血マイクロアレ

イデータを用いて、リウマチ疾患活動性指標DAS28と相関する

遺伝子マーカーを探索 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 20 23 4 82 79.1 46.5 95.3 83.3 78.1 
Test 5 10 1 19 68.6 33.3 95.0 83.3 65.5 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 20 23 4 82 79.1 46.5 95.3 83.3 78.1 
Test 5 10 1 19 68.6 33.3 95.0 83.3 65.5 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 11 9 1 26 78.7 55.0 96.3 91.7 74.3 
Test 0 3 3 11 64.7 0.0 78.6 0.0 78.6 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 11 9 1 26 78.7 55.0 96.3 91.7 74.3 
Test 0 3 3 11 64.7 0.0 78.6 0.0 78.6 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 36 2 3 10 90.2 94.7 76.9 92.3 83.3 
Test 29 1 1 0 93.5 96.7 0.0 96.7 0.0 

【DAS28-ESR＜2.6 達成/未達成予測】
TP FN FP TN ACC Sens Spec PPV NPV

Training 36 2 3 10 90.2 94.7 76.9 92.3 83.3 
Test 29 1 1 0 93.5 96.7 0.0 96.7 0.0 

インフリ
キシマブ 

 

エタネル
セプト 

 

トシリズ
マブ 

多剤効果判定 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅲ．未病社会実現のために 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

• 少子化 

• 高齢者の健康問題 

• 社会システムの変化 

 

労働力の減少 
年金 
社会保証 
医療費増大 
税金 

健全な長寿社会とは？ 

歳をとっても寝たきりではなく、元気で働ける環境 
病院に頼らない健康管理ー予防医学ー 

 

未病社会ー健幸社会ーの実現 

Ⅲ-１．高齢化社会へ向けて 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

年齢を重ねるごとに 
免疫細胞の機能は低下する 

Tリンパ球の減少 
Tリンパ球の機能低下 
マクロファージの減少 
NK細胞の機能低下 

腸内環境の変化 
胸腺・脾臓の萎縮 

獲得免疫応答↓ 
過剰な炎症傾向 

【加齢とともに起こる免疫変化】  

がん 
動脈硬化 

生活習慣病 
自己免疫疾患 

詳細なメカニズムは明らかでない 

PD-1+Tリンパ球：獲得免疫応答能を完全に欠失 
     炎症性サイトカインを大量産生 

Ⅲ-２．加齢と免疫 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

年齢情報を有した健常症例 約200検体 

加齢遺伝子10マーカーの発現値を用
いてトレーニングサンプルにて年齢
を予測する重回帰式を作成、全く新
しいテストサンプルにて検証 

免疫年齢マーカーをベースに、 

 糖尿病、骨疾患、アルツハイマー、疲労、うつ病などの病態マーカーを探索 

健康モニタリングサービスの基礎データを蓄積 

Ⅲ-３．加齢マーカーの開発 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

メタボリックシンドローム 

• 糖尿病    ～2,210万人 

• 脳卒中     137万人 

• 心臓病     86万人 

• 脂質異常症  2,200万人 

• 高血圧     4,000万人   

• 肥満        ？ 

診断キット開発により、より
早期に的確に病態を把握 
生活習慣指導等による医療費
抑制 
QOL向上による社会経済活動
効果 

アルツハイマー病 

• 認知症を引き起こす代表的な疾患 

• 高齢者になるほど多い 

• 記憶障害に加えて、その他認知機
能が低下し、日常生活に支障をきた
す 

• 認知症の約２／３がアルツハイマー
病（200～300万人） 

• 認知症に関する介護保険支出（～
3.3兆円） 

発症を5年遅らせることがで
きれば、～2.5兆円の経済効果 
そのための診断薬、創薬ター
ゲット開発が必要 

Ⅲ-４．ターゲット疾患 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

血液検査 
尿検査 
血圧 
心電図 
便潜血 
Ｘ線 
問診 
観察 

糖負荷試験 
HbA1c 
BNP 
心筋トロポニン 
腫瘍マーカー 
骨代謝マーカー 
ピロリ菌 
パピローマ検査 
遺伝子検査 

超音波 
カテーテル 
Ｘ線 
PET 
ＣＴ 
MRI, MRA 
光トポグラフィー 
脳血流SPECT 
内視鏡 
細胞診 

基礎データ より深いデータ 
確定診断 

ＲＮＡチェック（血液細胞遺伝子発現マーカー検査） 

　　　　　　出生　　　　　　20歳　　　　　　40歳　　　　　　60歳　　　　　　80歳　（年齢）

健康域

未病域

疾病域
医療分野

健康診断分野

未病診断分野
ＲＮＡチェック

現在の健康診断に 
遺伝子項目を追加し、 
健康モニタリング機
能を強化 

Ⅲ-５．血液ＲＮＡチェック による検査 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

ＲＮＡチェック 
 

（診断マーカー） 
 

情報システム 
 

検体バンク 

検出技術開発 
・微量化 

・迅速化 

・キット化 

 

医療機器会社 

チップメーカー 

創薬 
・コンパニオン診断薬 

 

製薬会社 

検査会社・診断薬会社 

機能性食品 
・効果判定キット開発 

 

食品会社 

サプリメント会社 

健康指導 
・専門医サポート 

・栄養士サポート 

・運動サポート 

 

クリニック・ハブ病院 

高齢者住宅施設 

スポーツセンター 

 

未病社会の実現 

未病社会の実現による医療費削減と個々の社会活動による経済効果 

Ⅲ-６．ＲＮＡチェックによる未病社会への貢献 


